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１ ．はじめに
　本シンポジウム「現代の教育的課題と創価教育　－私達の場合－」において、基調
講演では、教育的課題を乗り越えるために創価教育が果たす役割として ３ つの論点を
あげられました。その ３ つ目の論点は、「教育、文化、平和の構築」でありました。
私の方では、その ３ つ目の論点について、事例をあげながら考察していきたいと思い
ます。
　まず「教育、文化、平和の構築」について、基調講演で示された現代の教育的課題
をまとめます。「教育」については主に“個人”を対象にした働きかけであり、課題
としては、何よりも守り抜かれなければならない「生命の尊厳」、そして「生きる力」
と「レリジエンス」を育てること、更には「自分らしく力を発揮」していけるように
「自主性」を育成することがあげられました。次に、「文化」については主に“社会”
を対象とした働きかけであり、「社会での幸福の追求」が課題であると示されました。
そして、「平和」については“世界”を対象とした働きかけであり、「世界市民として
の生命感覚」を育てること、「世界平和への貢献」を促進することが課題としてあげ
られました。
　創価教育を受けた学生には、創価教育を通して、これらの課題を学び、そしてこれ
らの課題に取り組む意欲となる理想と哲学を学ぶ中で、これらの課題に挑むことを自
らの使命として自覚し、自身の可能性を開き、活躍している学生・卒業生が多くいま
す。その一端として、私が接する機会があった学生や卒業生の事例、そして私自身も
創価教育を受けてきた一卒業生であるため自身の体験も含めて報告し、考察を重ねて
いきたいと思います。
２ ．現役生の活躍事例とその考察
　創価大学ニュース「SUN」95号（2017 Autumn）
［1］
において、「創大・短大の女子力」
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の特集記事が掲載されました。その特集記事の 1 つ「Discussion 本音で語る！」では、
創大・短大で活躍する女子学生の代表 4 人が、創価教育を通して得られた自身の人生
を開く原点を語り、現在の活躍、そして夢を語らっています。私自身、この語らいの
コーディネーターをさせて頂きましたので、語らいを通して得られたこととして、創
価教育の中で学生達がどのようなきっかけを得て、 1 ．にまとめた教育的課題に挑む
使命を自覚し、自身の可能性を開いていっているのかを、まとめたいと思います。
　まず Discussion に参加された 4 名の学生のうちの 2 人について、主な活躍を紹介
します。
　経済学部 4 年（当時）の O さんは、創価大学入学後の印象的な出会いやきっかけ
として、ゼミ教員との出会いをあげています。「何のために頑張るのか、誰に喜んで
もらいたいのかと問いかけ、他者への貢献の重要性と喜びに気づかせてくれました」
と語っています。彼女は、学生時代に、韓国への留学を行い、大学祭では実行委員と
して活躍されました。そして、日本経済ゼミナール大会（「社会問題に対してビジネ
スとしてどうアプローチしていくか」というテーマについて実際に実施してプレゼン
テーションを競う大会）にゼミの仲間と一緒に参加し、ベジタリアン食の導入提案を
行いました。100店舗に依頼をして全て断られる中、最後に学内食堂等で実現します。
それらを通して、人のために動くことの大変さと楽しさを味わいました。そして、彼
女は将来のことについて次のように語っています。「夢を追いかけ続けたい。自分の
大きな目標は、世界中の人が自分らしく輝ける社会。そのためには常に自分が何をす
べきかを考えて、小さなことから始めて結果を出していきたいです」と。
　法学部 ３ 年（当時）の N さんは、創価大学入学後の印象的な出会いやきっかけと
して、大学祭で留学生と日本人学生が一緒に運営する留学生喫茶の取組みを通した仲
間との出会いをあげています。その出会いで、「自分が大事にしなければいけないも
のが分かったのです。それは、世界中に友達を作って友情を広げることで、大学に貢
献し、平和に貢献することです」と語られました。彼女はそれをきっかけに、イギリ
スのバッキンガム大学に法学部のプログラム 2 期生として留学も行いました。そして
更に、2017年 6 月にドイツで開催された「Girls20サミット2017」（G20加盟国および
主要国・地域から合計22名の代表が集まる国際女性会議）に日本代表として参加しま
した。「女性と子どもの人権のために勉強したかったので、チャレンジしてみました」
とのことでした。そして、女性として生き生きと輝くために、これからしていきたい
とこととして、「自分自身の信念をしっかり持ちながらも、周りの人たちと尊敬し合
い、コラボレーションしていける力を付けていきたい」と語っています。
　彼女たちは、創価教育の中で人生を開く原点を得ており、正に創価教育を通して、
「教育、文化、平和の構築」における課題として示された「自分らしく力を発揮」し
ていくこと、「自主性」、「社会での幸福の追求」のために行動すること、「世界市民と
しての生命感覚」を持つこと、「世界平和への貢献」をしていくことを学び、これら
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の課題に挑むことを自らの使命として自覚し、自身の可能性を開き活躍してこられて
います。
　また、語らいの中で、自身の可能性を開き活躍している 4 人に共通している点とし
て、次の 2 つが見えてきました。 1 つには、“こうしたい”という志を持っているこ
と・強い意志を持っていることです。その志と意思が、彼女たちの活躍に結びついて
いると感じられました。 2 つめは、先輩から後輩へと志が継承されていること・継承
の中で先輩と後輩が互いにより力を引き出すことができていることです。語らいの中
では、「志を支えてくれる先輩の存在はとても大きいです」「創大の先輩は、姉のよう
に接してくれます。そして目標になるような人が多いです」とありました。また、先
輩は「後輩のために」と尽くす中で力が出てきているように感じられました。
　この共通点は、創立者池田大作先生が創価女子短期大学に2008年 2 月に送って下
さった特別文化講座『永遠に学び勝ちゆく女性「キュリー夫人を語る」』
［2］
において、
マリー・キュリーの偉大さとして語られている次の言葉とつながると思います。
　いざというとき、志の定まった女性というのは本当に強い。マリーは、「どん
なに不適当な場所にいても、やり方しだいで、いくらでもりっぱな仕事ができる
ものだ」と自伝に綴っています
［2］
　マリーは、自分が勝利の実証を示すことで、後に続きゆく若き女性たちの心に、
自信と誇りを植え付けていったのです
［2］
　また、創立者池田大作先生が教育について語られたてい談書『21世紀の教育と人
間を語る』
［３］
においては、次の様な印象に残る内容がありました。アメリカ創価大学
（SUA）の羽吹学長が創価大学 1 期生として卒業した後にアメリカの大学院に留学し
ていた当時、最も辛く苦しかったとき、池田先生から手紙が届いたそうです。てい談
の中では、その手紙の次の文面が紹介されています。
　「君よ　わが弟子ならば　今日も　三十年先のために　断じて　戦い進め・・・」
［３］
　「君の後にも　多くの陸続とつづきゆく　わが弟子たちの進みゆくことを　忘
れないでいてくれ給え。君には多大なる責任と使命があるのだ。その為に　犠牲
になったとしても　後輩の道だけは　堂々と　切り開くことだ・・・祈る　健康
と成長　大作」
［３］
　この本は、私自身が大学院時代に研究で行き詰まり最も苦しかった時に読み、奮起
した本であり、この言葉に励まされ、私自身も力を引き出すことができました。そし
て、博士号取得にむけて取り組み抜くことができました。正に、「後輩のために」と
の心は、創価教育で多くの人が学び、心肝に染めてきたことだと思います。そしてそ
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う取り組むことで、多くの人が力を引き出してくることができた源泉となってきたと
言えると思います。
３ ．卒業生の活躍事例とその考察
　次に、卒業生の活躍事例をあげたいと思います。「教育、文化、平和の構築」にお
いて活躍する創価大学および創価女子短期大学の卒業生は数限りなくいらっしゃいま
すので、一概に述べるのは難しいですが、今回は、先日一時帰国し短大に報告に来て
下さった卒業生の一人をあげさせて頂きたいと思います。
　S さんは、創価女子短期大学卒業後、創価大学経営学部に編入し、卒業後に青年海
外協力隊としてマーシャル諸島で活躍され、現在もマーシャル諸島で NGO の代表と
して活躍されています
［4］
。彼女は、中学の頃からアフリカに小学校を創ることを夢に
持っていました。その夢を叶えるためには「創価教育の学び舎が一番だ」と両親が彼
女に助言し、創価の学び舎に送り出してくれました。短大時代には、アメリカ創価大
学（SUA）での ３ ヶ月留学に参加しました。そこでは、自分らしく生き、自分らし
く学ぶ人達との出会いをきっかけに、考え方に変化が起き、友達に心を開き、共に学
び、いろいろな事に挑戦する日々を送るようになったようです。創価大学編入後の経
営学部時代には、ワンガリ・マータイ博士が創価大学に来られた時に、講演を直接聴
くことができ、“彼女の強さと、すてきな笑顔”に、理想の女性像を感じるようになっ
たようです。卒業後は、青年海外協力隊での派遣先としてマーシャル諸島に渡り、活
動されました。その中で、学びたくても学べない子ども達がそこにいることを知り、
その子どもたちの為に自分の人生を使おうと決意されました。そしてこれまで島の
方々と共に手作りの図書館をつくり、現在も学校作りの夢に向けて挑戦の日々を送ら
れています。彼女が創価女子短期大学出身で良かったと思うことは、挑戦する癖が身
についたこと、いつでも踏ん張る力が身についたこと、離れても励まし合える一生涯
の仲間ができたこと、と語っています。
　彼女の姿を通して、創価教育の中で「世界市民としての生命感覚」を大いに磨いて
いけること、そして「自分らしく力を発揮」し、「教育、文化、平和の構築」に繋が
る使命の道を逞しく切り開いていくことができることが、また大きく示されたと思い
ます。
４ ．創価教育で開いた使命の体験とその考察
　次に、私事になり恐縮ではありますが、私自身も関西創価高校、創価大学、創価大
学大学院と、創価教育の中で育てて頂き、現在、創価女子短期大学で有り難くも大切
な教育に携わらせて頂く使命を頂いてきましたので、感謝の思いも込めて、報告の一
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つに入れさせて頂きたいと思います。
　創価教育を通して得られた、私自身の人生を切り開く土台となったものとして、次
のことがあげられます。 1 つには、関西創価高校、創価大学、創価大学大学院を通し
て、自分の生き方の指針を数多く得ることができたことがあげられます。振り返ると、
創価教育の中で、何よりも学生生活の原動力になってきたのは、創立者池田先生より
行事などの折に触れて、“あいさつ”や“メッセージ”として、崇高な理念と深い哲
学を根幹としたご指導を、温かい眼差しで、心に強く響く言葉で、そして時には一人
ひとりにも激励の声をかけながら頂いてきたことでした。そのたびに、抱えている悩
みを突き抜けて、視野を大きく広げることができ、希望と勇気が漲って、心新たに決
意し、出発することができました。また、頂いてきたご指導を学友と共に、日々学び、
語らい深めて、目前の課題に挑戦してきました。このように数多くの指針を得て、自
身の人生を開いてくることができました。数多くの指針の中でも、特に心に留めてき
た言葉をいくつかあげたいと思います。まず、 1 つには「他人の不幸のうえに、自身
の幸福を築くことはしない」です。創価女子中学・高等学校の第 1 回入学式にて創立
者から学園生に贈ってくださった言葉です。また、創立者が常日頃から後継の私達に
「世界を舞台に貢献できる人に」と激励下さってきたこと、創価教育での学びの中で
自然と「平和のため、人の幸福のために生きる」ことを心に決めることができたこと
が、自身の生き方の指針となってきました。更には、大学時代に新入生が主体となっ
た文化祭である滝山祭では「大いなる理想への挑戦」というテーマで取り組みました
が、このテーマは私自身が今も常に心においている指針となります。これらの指針が、
日々の学びや学生生活の挑戦の糧になり、進路を開いてくることができたと感じてい
ます。
　 2 つ目の自身の人生を切り開く土台となってきたことは、「キュリー夫人」を理想
とすることができたことです。創立者池田先生は、学園生・創大生に、ゲーテやキュ
リー夫人等の偉人の生き方や様々な名著を通して人生哲学を語ってくださってきまし
た。創価大学 第一回特別文化講座「人間ゲーテを語る」、第二回特別文化講座「革命
作家・魯迅先生を語る」、創価女子短期大学 特別文化講座「キュリー夫人を語る」な
どがあげられます。そこで語られた模範の女性のひとりであるキュリー夫人を、私自
身、人生の目標とする理想の人としてきました。私がそのように思うようになった
きっかけは、高校生の時に両親が贈ってくれた、雑誌『パンプキン』に掲載されてい
た「キュリー夫人」の特集記事でした。私は、その特集記事を読み、研究者として、
教育者として、母として、妻として、女性として、人類に大きな貢献をした生き方を
示した「キュリー夫人」の姿に感銘し、そのころに悩んでいた進路を、創価大学工学
部へ進学することに決めることにしました。大学時代は、キュリー夫人の闘争を思い
浮かべながら、自身の目前の課題に全力で挑戦する日々を送っていました。そして、
先程にも述べた滝山祭において創立者にお会いできた際には、当時の私の心境は思う
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ように学びの結果が出なく人間関係にも行き詰っており悩みの渦中でしたが、創立者
にお会いした瞬間に、悩みは吹っ飛び、心の奥底から決意が湧き出で、創立者に「一
流の教育者・研究者になります」と心の深くで誓うことができました。これを原点に、
更にキュリー夫人を理想とし、教育・研究の道を目指して、挑戦の日々を送っていく
ことができました。1994年には、創立者は短大の文学の庭に、「キュリー夫人像」を
送って下さいました。私が大学 2 年生の時で、その後、悩み行き詰まるたびに、キュ
リー夫人像を見に行き、自分を励ますことはしばしばでした。そして、更に2008年に
は、創価女子短期大学特別文化講座「永遠に学び勝ちゆく女性　キュリー夫人を語る」
を短大生・女子学生に送って下さいました。私が短大に奉職させて頂いて 2 年目の時
でした。創立者は「キュリー夫人を語る」の中で、キュリー夫人は偉大な功績で有名
であるが、彼女の偉大さはそれ以上に、どんな嵐のような逆境や試練にも、強く立ち
上がり、学び抜き勝ち抜き、誓いを果たし抜いた人生、後輩たちの道を開き、人類へ
の大きな貢献をし、使命を果たし抜いた人生であったことを語られました。具体的に、
文化講座の中では、「マリーの偉大さ、それは、（中略）苦悩のなかで、大いなる使命
を果たし抜いていったところにあるといってよいでしょう」と語られました。創価教
育の中で、このような理想となる模範の生き方を教えて頂くことができ、またその語
らいを通して多大なる励ましを頂いてきました。悩み多き青春時代・青年時代に、こ
のような人生哲学を学び、激励頂いてくることができたことは、どれほど幸せなこと
かと感じます。そしてこのような中で、自身の想像以上の使命の人生を切り開いてい
くことができたと強く感じます。
　 ３ つ目の自身の人生を切り開く土台となってきたことは、創価教育で学んできた
「平和のため、人の幸福のために生きる」ことを指針にしてきたことから、教育・研
究内容においても、その信念のもとで進めてくることができたことがいえます。創価
大学大学院において博士号を取得した後は、岩手県立大学にソフトウェア情報学部の
教員（講師）として奉職させて頂きました。その当時の学長は西澤潤一先生で、県立
大学での教育・研究の方針として「実学実践」を全面に出され、地域に出て、地域の
課題を聞き、その課題に取り組む中で、良い教育・研究をして行きなさいと示されま
した。そのことから、私達は、広大な岩手の地域を学生と共に駆け回り、医療・福祉・
教育等、現場の課題に学び、その課題に対して解決策を提案し、システムを開発して
運用する取組みを重ねていきました。それは、「人の役に立つ研究をしたい」との思
いに適った環境でした。現場に足を運んで実践的に取り組む教育研究は、学ぶ事が大
変に多かったです。一方で、人と接しながらの取組みは、苦労も多かったです。しか
し、創価教育で学んだ「人の幸福のため」の生き方を根本にしたときに、苦労よりも、
やりがい、喜びが大きく感じられ、率先して取り組んでくることができました。その
後、創価女子短期大学に奉職させて頂く事になりましたが、この岩手県立大学での取
組みをベースに、現在の短大での教育・研究を進めてくることができています。具体
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的には、高齢者福祉施設や保育園で、ロボットを活用したレクリエーションを 8 年間
にわたって継続的に実践してきました。高齢者や子ども達の為になるように、喜んで
もらうためにはどうしたら良いかを考え、実践し、学び深めていく、社会貢献、地域
貢献を考え、行動に繋げていく実践教育に取り組んでいます。更に、短大生は、創価
教育の中で創立の精神を胸に学び成長しようと挑戦している日々を送っています。そ
のことから、人の幸せのためにとの思いで実践し、学び深めていける良い機会になっ
ています。また、短大は特に学生時代に学べる時間が短期間であるため、グループで
取り組むようにし、個性豊かなメンバーがそれぞれに自分らしく力を発揮し、助け合
い、足し合わせることで、1 つ 1 つの取組みをまとめ上げています。これらの成果は、
これまで、様々な形で評価を頂くことができました。情報システム教育コンテスト
（ISECON2011）で優秀賞を頂くことができたこと、第19回日本感性工学会大会（2017）
において学生が優秀発表を頂くことができたことがあげられます。このように、創価
教育で学んだ指針を根幹に取り組んできた実践が、「社会での幸福の追求」に向けた
研究に繋がり、学生の「自分らしく力を発揮する」教育環境の構築にも繋げていくこ
とができました。
５ ．おわりに
　今回の報告では、現役学生の活躍事例、卒業生の活躍事例、また創価教育を受けて
きた自身の体験より、創価教育を土台として、多くの学生が「教育、文化、平和の構築」
の大道において使命の人生を開いてくることができていることを確認し、報告させて
頂きました。創価教育の中で学んできた学生は、創価の思想の実践者として、家庭で、
地域で、社会で、世界で使命を果たしていっています。このように使命を開き、大い
なる理想に向けて挑戦する人生を歩むことができているのも、本文の中でも述べた通
り、創立者池田先生が世界平和のための大激務の中、学生への深いご慈愛で、偉大な
思想と人生哲学を語り励まし続けて下さってきたお陰であると、改めて実感し、感謝
の思いは尽きません。創立者池田先生が「教育こそ、我が人生総仕上げの事業である」
と仰られた教育、なかんずく創価教育に携わらせて頂いている使命に感謝し、これか
らも益々、学生たちが「教育、文化、平和の構築」の大道で使命を存分に果たし、活
躍してけるよう、私自身、今後も、誠心誠意に学生と関わり、創立者にお応えできる
よう、精一杯、創価教育に尽力して参りたいと思います。
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